
KOBELCO KOBE STEELERS NEWS 　神戸製鋼の創立100周年を機に「コベルコ地域社会貢献
基金」が創設され、2021年度で16年目になりました。この基
金を通じてKOBELCOグループではこれまで、未来を担う
子どもたちを対象に、その育成に関わる施設や団体が必要
とする学習道具や生活用品などを寄贈してきました。

　この活動は、グループ企業理念 「KOBELCOの６つの
誓い」のうち「地域社会との共生」を体現するものです。今
回は、各事業所・各社の担当者から、実感している地域との
つながりや活動の意義、支援先の声などを寄せてもらいま
した。今号から2回に分けて紹介していきます。

神戸製鋼・福知山工場

　発達障害のある子どもや、虐待を受け
た子どもの保護施設など、社会的弱者と

なり得る子どもたちの支援を中心に活動を行ってきまし
た。プライバシーの関係で直接会う機会は得られなかった

ものの、支援品を通じて
ひと時でも多く生きてい
ることの喜びを感じても
らえればと思い活動を続
けています。
（総務室　新井 茂之）

　北九州市立中央図書館併設の子ども図書館へ
の蔵書寄贈を毎年行っています。2021年度は

“Withコロナ時代”の子どもの読書活動や学習機会の確保などの
目的で、４月から開始された子ども電子図書館へ科学学習図書等
を贈りました。                                  （企画管理部　田中 翔）

　地域の皆さまへの感謝の意を表し、地域社会
に貢献することを目的に支援を続けています。支

援先から「子どもの創造力、語彙
力、共感能力の向上が期待でき、学
童保育室での生活がより充実した
ものになりました」との感想が寄せ
られ、地域社会との共生を実感し
ています。   （総務室　坂田 匡史）

コ ベ ル コ 地 域 社 会 貢 献 基 金

心理療育施設へ卓球台、フットサルゴール、児童遊具などを寄贈

神戸製鋼・茨木工場
児童発達支援センターへ砂場遊びセット、図書館へジョイントマットを寄贈

神戸製鋼・真岡製造所
小中学校へ熱中症指数（WBGT）測定器を寄贈

ジャパンスーパーコンダクタテクノロジー
図書館へ科学系書籍を寄贈

　神戸市西区には20以上の
子育てサークルがあり、親同

士のつながりを広げる目的でさまざまな活動を
行っています。2019年度から贈り続けている、0歳児でも遊べる玩具や遊具は大
人気で、大いに活用されています。　    　                     （総務室　西島 太郎）

神戸製鋼・神戸総合技術研究所
社会福祉協議会へ知育玩具を寄贈

担当者の声 担当者の声

　コベルコ地域社
会貢献基金の活

動をしていて本当にうれしく感じる
のは、子どもたちのあどけない笑顔を見る時です。遊具で楽しそ
うに遊んでいる姿は何とも言えません。これからも支援活動を通
じ、いつもお世話になっている地域社会に少しでも貢献できれば
と思います。                                        （総務室　大崎 和彦）

神戸製鋼・加古川製鉄所
幼稚園へ遊具を寄贈

担当者の声

　近年の夏は暑さが厳しく、炎天下では元気
な子どもたちがダウンすることも…。体育の授

業では運動環境の把握が求められており、子どもたちが安全に
事故なく学べるよう、市内の小中学校に熱中症の予防に役立つ
WBGT測定器を贈りました。                  （総務室　橋本 力）

担当者の声

　この活動に
2012年度に初

めて参画して以来、今回の支援で10回目の節目を迎えました。
2018年度までに大垣市内全ての幼保園へピクニックガーデンハウ
ス（遊具）を寄贈し終え、2019年度からは小学校に図鑑を寄贈して
います。今後も地元の子どもたちのためにKOBELCOグループ
の一員として、小学校などにおける子どもの育成を支援していき
たいと思います。                               （総務室　石川 菜穂子）

神鋼造機
小学校へ図鑑を寄贈

担当者の声

担当者の声

担当者の声

コベルコ地域社会貢献基金の活動は、SDGsの目標３「すべての人に健康と福祉を」、
目標４「質の高い教育をみんなに」、目標10「人や国の不平等をなくそう」の実現にもつながっています。

～ 2021年度の取り組み    ～1
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前身のジャパンラグビートップリーグで初代チャンピオンに輝いた、コベルコ神戸スティーラーズ。
ジャパンラグビーリーグワンでもその栄誉を目指して戦ってきましたが、７勝９敗で７位に。残念な
がらプレーオフトーナメントには進めず、シーズン終了となりました。

■ジャパンラグビーリーグワン2022試合結果（第９～16節） 勝利した試合

７勝９敗、16チーム中７位

リコーブラックラムズ東京VS 56‐21第9節 3月12日

静岡ブルーレヴズVS 中止第10節 3月20日

東芝ブレイブルーパス東京VS 35‐46第11節 3月27日

NECグリーンロケッツ東葛VS 57‐28第12節 4月10日

埼玉パナソニックワイルドナイツVS 31‐37第13節 4月16日

クボタスピアーズ船橋・東京ベイVS 32‐40第14節 4月23日

横浜キヤノンイーグルスVS 42‐33第15節 5月1日

■2022年シーズン退団選手・主なスタッフ

平島久照（プロップ、在籍17年）、尾池享允（プロップ、在籍２年）、平原大敬（フッカー、
在籍３年）、橋本大輝（フランカー、在籍13年）、ヘイデン・パーカー（スタンドオフ、
在籍４年）、アーロン・クルーデン（スタンドオフ、在籍２年）、重 一生（センター、在
籍５年）、ルカニョ・アム（センター、在籍１年）、アンダーソン フレイザー（ウィング、
在籍13年）、落合知之（ウィング、在籍５年）、韓 尊文（フルバック、在籍３年）、ベン・
スミス（ユーティリティーバックス、在籍２年）、デーブ・ディロン（ヘッドコーチ、在籍
４年）、オーウェン・タラント（ヘッドS&Cコーチ、在籍３年）   

NTTコミュニケーションズ 
シャイニングアークス東京ベイ浦安VS 74‐34第16節 5月8日

※対戦チームに新型コロナ陽性者が発生し、第10節は不戦勝となった。

　このシーズンもたくさんの応援をありがとうございま
した。グループの代表として戦えたことを誇りに思っ
ていますが、チャンピオンという目標を掲げたものの、
不甲斐ない結果に終わり申し訳ありません。
　シーズン途中で立て直しを図るため、原点である
テンポの速い攻撃的なラグビーを意識しました。第
15・16節で「神戸のラグビーができれば強い」ことを

実感し自信になったことが、今シーズンの収穫です。
　私は現役引退を決めました。チームで選手として人
間としても成長させてもらったので、引退後は、チーム
が成長できる場であり続け、グループの皆さんに多く
の勝利を届けられるチームになるように関わっていく
つもりです。これからもチームへの熱い応援をお願い
致します。                         （キャプテン・橋本大輝）

KOBELCOグループの皆さんへ
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　「コベルコ地域社会貢献基金」は、子どもたちを対象にした地域の施設や団体へ物品などを寄贈する取り組みです。
前号に引き続き、2021年度の各事業所の活動を担当者の声とともに紹介します。

神戸製鋼・大安製造所

　いなべ市では、障が
いのある子どもやその

家族に寄り添う支援施設を市役所敷地内に
設置しています。当事業所として前向きな
活動に賛同し、施設の充実に向けた支援
を行いました。支援先から「スポットを当て
ていただき感謝致します‼」との声をいた
だきました。           （総務室　高倉 和起）

　子どもたちが心身ともに健
やかに過ごせるように、地元

の児童養護施設に本棚を寄贈し、増設に役立てて
いただきました。これにより本の整頓と遊び場の拡充ができました。皆さんが喜び
あふれた表情を見せてくれたことで、選定の苦労も吹き飛びました。                   

（企画管理部　鎌田 章寛）

コ ベ ル コ 地 域 社 会 貢 献 基 金

いなべ市へ障がい児用の室内備品や遊具などを寄贈

神鋼機器工業　
児童養護施設へ図書室の本棚を寄贈

担当者の声

担当者の声

神戸製鋼・高砂製作所 播磨地区

　地域の子どもたちが、播磨町内
の河川に生息する生き物の観察

や、魚取りなどを通じた水辺に関わる環境教育の活
動に必要な材料を寄贈しました。
　また、親子でキャンドルアートの構成や創作を行う
アートイベントに、各種装飾品を寄贈しました。

（総務室　榎村 方伸）

神戸製鋼・神戸線条工場／神戸発電所
灘区の保育所等へパソコンなどを寄贈
東灘区の青少年育成協議会へ表彰式に使用する物品購入費を寄付

子育て支援センターへ木製ままごとセット、加湿空気清浄機、
オゾン除菌消臭器などを寄贈

子育て支援センターへままごとキッチン、
おむつ交換スタンドなどを寄贈

担当者の声

　支援先からの手紙な
どで、子どもたちが楽し

そうに遊んでいる姿を見て、本活動が地域の
方にとても喜ばれていることを実感してい
ます。これからも、より多くの子どもたちに
笑顔を届けられるよう継続していきます。

（総務室　市来 大典）

担当者の声

　新型コロナウイルス感染予防
に必要なもの、アルコール消毒

によって痛んでしまった玩具の買い換えなどの要望
に応える支援としました。各施設からはお礼の言葉をいただき、コロナ禍において行
動制限がある中、子どもたちに良い思い出をつくるため日々試行錯誤されている先生
方にも、少し役に立てたのではないかと思います。                 （総務室　陣川 真也）

担当者の声

神戸製鋼・藤沢工場
子育て支援センターへ知育玩具などを寄贈

　子どもの想像力を高め、自分以外の人と
遊ぶことで会話能力も高まることを願い、

子育て支援センターに「ままごとセッ
ト」を寄贈しました。市長からの感謝
状授与式で保育施設に伺った際に、
贈った遊具に子どもが飛びついて
遊び始めたのを目の当たりにし、う
れしさと同時に「地域社会貢献」と
いう言葉を実感できました。 
  （総務室　植木 太朗、長野 夕起子）

担当者の声

神戸製鋼・神戸本社
児童養護施設へ絵本や教本など、母子生活支援施設へDVDプレーヤーなどを寄贈

障がい児支援団体とボランティア団体へ、活動に必要な材料などを寄贈

　児童養護施設と母子生活
支援施設に知育物などを寄

贈しました。本基金での支援を通して少しでも
子どもたちの笑顔に貢献できるよう、今後も取
り組んでいきます。支援先からは手紙や写真な
どをお送りいただき、とても感謝されているこ
とを実感できることが、この活動を行っていて
うれしいことです。  （総務・CSR部　渡邉 亮介）

担当者の声

担当者の声

　乳幼児期に欠か
せないごっこ遊び

ができる「木製ままごとセット」と、見
て、聞いて、楽しめる大型絵本を子育て
支援センターに寄贈しました。ぜひ、
親子で楽しんでいただきたいです。

（総務室　齊藤 成美）

神戸製鋼・長府製造所

～ 2021年度の取り組み    ～2

担当者の声 　東広島市には子育て支援センターが10カ所
以上あります。保健師や保育士への相談の場と

して、さらには妊婦さん、子育て
中のご家族、地域の子育て応援
者の皆さんが集う場として活用
されており、今回贈った玩具な
どもたいへん喜ばれています。

（総務室　立石 寛治）

神戸製鋼・西条工場

神戸製鋼・高砂製作所
子育て支援センターとこども園へ、玩具や絵本などを寄贈

関連するSDGs目標

神戸製鋼・技術開発本部 グループイントラから技開のオンライン見学へ
　KOBELCOグループイントラに「技開見学Online」がオープンしました。
50本以上の動画を通じ、神戸製鋼・神戸総合技術研究所（西神）の
技術ショールーム「KoCoLab」や実験施設、21のコア技術などを見るこ
とができるウェブページです。グループイントラのスライダーからアクセスで

きます。
　新型コロナウイルスの影響で来場者が激減したKoCoLabの活用を
目的に、オンライン見学を検討したことが発端です。さらに人事労政部と
連携し、2020年度からは採用ツールとしても使われてきました。一部のペー

ジは神戸製鋼の採用ホームページから一般
の人も見られるようにしたところ、2021年度は
1000回以上再生されました。
　実験棟内をドローンで撮った迫力ある動
画や研究員による21のコア技術解説など、
グループ従業員の皆さんも西神とグループ
が持つ技術について楽しめる内容です。
ぜひご覧ください。
（企画管理部 技術企画室　豊田 振一郎）

　ホストゲーム最終戦となった第15節（５月１日）は、「～いっしょに
学ぼう～コベルコライフラーニングデー」というイベントを神戸総合運
動公園ユニバー記念競技場周辺で開催。KOBELCOグループの取
り組みを知ってもらう機会となりました。その中で、神戸製鋼・人事労政
部と連携して、神戸製鋼のLGBTに関する姿勢表明とLGBT ALLY
に関する情報発信を目的に、レインボーフラッグを配布しました。
　LGBT ALLYとは、LGBTの課題に対して自分事として主体的に行
動できる人を指し、ALLYを増やすことはインクルーシブな社会（すべ
ての人々が互いを尊重し合い、支え合う社会）づくりへの理解につ
ながります。虹色は性の多様性を表現したもので、普段はチームカラ
ーの赤に染まる観客席がさまざまな色合いにあふれていました。
　

　毎週水曜日、神戸製鋼・神戸本社近隣小学校の「児童登校見守り
隊活動」を有志メンバーと共に行っています。「地域の子どもたちの
安全に関わりたい」という思いで、2019年６月に始まったボランティア
活動です。
　兵庫県葺合警察署にその功績が認められ、６月６日に感謝状が
贈られました。賞状を受け取った橋本大輝キャプテンは「この活動
が子どもたちや地域の安全
に少しでも貢献できているこ
とを実感した。これからも見守
り隊活動は続けていきたい」
と、受賞の喜びを語りました。

ラグビーを通じて安全・安心な社会づくりにトライ！

ドローンで西神全景を空撮したオープニング動画 KoCoLab紹介は案内役が付き添い、臨場感も演出
している

https://kobelco.sharepoint.com/sites/aa03r-sci0002/inof002/SitePages/技開見学Online.aspx技開見学Online

コベルコ神戸スティーラーズは、次のシーズンに向けてチームづくりに励んでいる最中です。
新体制は次号で紹介予定のため、今回はグラウンド外でのトピックスを紹介します。

LGBTへの理解を呼びかけ 「児童登校見守り隊活動」に感謝状

コーロクンもファンと共にレインボーフラッグを大きく振った

葺合警察署長から感謝状を贈呈される様子は、
神戸の新聞やテレビを中心に報道された

TOPICS ① TOPICS ②

用意したレインボーフラッグは2500本。神戸
製鋼のALLYメンバーで手配りした

こ      こ    ら   ぼ
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